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利用課題名 アセチル化酵素と阻害剤の相互作用解析 

 

利用区分 □トライアルユース    ■成果非占有利用 

研究概要・目的 本課題では、酸化型CoA の結合に伴うαTAT1の構造変化つい

て検討することを目的としている。αTAT1にCoAあるいは酸化

型CoAが結合したときの違いを明らかにするため、NMRを用い

てCoAと酸化型CoA がαTAT1と直接相互作用することを確認

し、1H-15N HSQC スペクトルを指標に主鎖レベルでの構造の違

いを検討するため、予備的な検討を行う。 

利用実施期間 平成 30 年 2 月 20 日～ 平成 30 年 3 月 31 日 

利用機器・利用時間  

■800MHz 溶液装置(Unity INOVA)  利用時間   16 時間

□800MHz 溶液装置(AvanceIII HD) 利用時間     時間

□600MHz 溶液装置(AvanceIII HD) 利用時間     時間

□600MHz 固体装置(JNM-ECA II)  利用時間     時間

 

成果の概要 実施内容 

 

 

αTAT1のコファクターであるCoA/アセチルCoAと阻害剤であ

る酸化型 CoA について NMR 測定を行い、CoA を材料として酸

化型 CoA の調製方法を検討した。αTAT1 の NMR 測定を行うた

めの予備的な検討を行なった。 

本課題によ

り得られた

成果、当初目

標と結果と

の比較 

CoA を材料に酸化型 CoA の調整方法を検討し、効率よく酸化

型 CoA を得る方法を確立した。一方、αTAT1 について良好な

1H-15N HSQC スペクトルを得るには至っていない。今後、ラベ

ル体タンパク質の調製や NMR 測定の条件検討を行う。また、

調製した酸化型 CoA とαTAT1 が相互作用することを確認し、

阻害剤結合時の構造変化について検討する。 

 

 

 



1 
 

社会・経済への波及効果の

見通し 

酸化型 CoA によるαTAT1 に対する阻害活性に関する知見は、

新規阻害薬の開発に向けた基盤となる。また、真核生物では

酸化型 CoA についての生理的機能に関する知見はないが、真

核生物に広く存在するαTAT1 が酸化型 CoA に結合すること

から、レドックス調節における酸化型 CoA の機能の検討とい

う点においても興味を持っている。 

成果公開時期の希望 ■即時公開可能 □特許検討等のため延長（最大２年間） 

利用に関する感想・希望 先端 NMR ファシリティ NMR 室併設の生化学実験室で NMR 試料

調製したのち、NMR 測定を行いました。短い滞在でしたが、

試料調製から測定まで効率よく実験を行うことができまし

た。 

 

本報告書は、印刷又は必要な編集・加工を行った上で公開します。また、別途各種報告会

等において、本報告書の内容についての資料作成又は発表をお願いする場合があります。 

 


